
(1) 担当支部： 首都圏 11512
分水嶺区分 2004年 5月 16日 (4)天候

（５）参加者氏名および会員番号
吉田修 11430
大島洋子 11470
星野幸太郎 11481
川端直美 11499

計 9名

（６）山行記録・位置確認（出発点・ピーク・峠・到達点など、主要ポイントに関して）・所要時間・道の状況
ｺｰｽ概略： 長野県と群馬県の県境。十石峠から栂峠、新三郎岳、、ぶどう岳を経て、ぶどう峠まで。
ｱﾌﾟﾛｰﾁ：

度 分 度 分 秒
歩行開始点 十石峠 138 38 36 6 22.4 1,370 5:41
分水嶺到達点E546十石峠 138 38 36 6 22.4 1,370 B-1
　 稜線上小山 138 38 36 5 56.7 1,550 B-1
　 頂上 138 38 36 5 49.5 1,627 B-1
E548 栂峠 138 37 36 5 6.2 1,585 8:35 B-1
E549 新三郎頂上 138 37 36 4 48.0 1,695 9:12 B-3
　 送電線下 138 38 36 4 25.7 1,600 B-2
E550 ぶどう岳頂上 138 38 36 4 8.0 1,624 11:00 B-3
分水嶺離別点E551ぶどう峠 138 38 36 3 51.5 1,514 11:45 B-3
歩行終了点 ぶどう峠 138 38 36 3 51.5 1,514

総歩行時間（休憩時間を除く

（７）三角点の位置と保存状況
上記(6)の地点ｺｰ
ﾄﾞを記入してくださ
い

点名 等級 方位

E549 新三郎 3

（８）人工施設の現況および地形図との相違点

（９）水および植生に関連した特記事項

（10）その他の特記事項

　　ぶどう岳からぶどう峠への下りは、急傾斜でかなり困難であった

（11）写真の添付：（ 有りの場合には、写真説明を記入してください）
   写真説明：　 ①十石峠でテント泊 ②出発点（十石峠）

③稜線上小山付近標識 ④林の中の栂峠標識
⑤新三郎三等三角点 ⑥ミツバツツジ
⑦ぶどう岳頂上付近
（②と④を掲載、全ての写真は別途word版で保存）

山行報告書（続き）
表面（１ページ目）に書ききれなかった事項を記入してください。

　　十石峠に水道あり
　　新三郎岳周辺には、ミツバツツジ、石楠花のかなり広い範囲の群生あり

　　一日中雨天で苦労した

緯度Ｎ

　　３．栂峠に地蔵尊あり
　　４．ぶどう峠駐車可（約５台）、小さな社あり
　　５．送電線との関連道路のみが、整備されている
　　６．地形図との相違点は、特に認められない

特記事項

特になし

　　１．十石峠から栂峠まで分水嶺に並行して林道あり
　　２．十石峠に水洗トイレ、展望塔、駐車場（約１０台）あり

6時間04分

(1)～(8)は必ず記入してください。(9)～(11)は、気づいた事項があれば記入してください。

出発
時刻

(2)記載者氏名：

(8)～(11)の特
記

事項等との関

中央道須玉ＩＣで降り、１４１号線により海瀬で左折、２９９号線で十石峠、そこでテント泊。

十石峠

JAC創立１００周年記念国内登山(中央分水嶺踏査)の山行報告書

浜平

十石峠
十石峠
十石峠
十石峠

事務局整理記入欄 休山会－1
　　雨

浜平 32.1

浜平 写真⑦
32.1

保存
状況
普通

会員番号：本田榮三郎
(3)山行日：E546十国峠～E551ぶどう峠

52.0
42.5

34.2

高度
ｍ

25.5
58.8
54.7

経度E
秒

14.3

道の
状況

到着
時刻

写真①②

写真③

写真④
写真⑤
写真⑥

地点ｺｰﾄﾞ 地点名
2.5万分の1
地形図名

浜平
浜平

52.0

本田榮三郎
三井吉由江
鈴木秀郎
奥田孝

11512
11540
12892
13452

小宮真理 14002



　　　出発点（十石峠）

林の中の栂峠標識
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